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【
公
布
さ
れ
た
条
例
等
の
あ
ら
ま
し
】

●

徳
島
県
立
総
合
看
護
学
校
管
理
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則
（
規
則
第
二
十
五
号
）

一

第
一
看
護
学
科
及
び
准
看
護
学
科
の
教
育
の
内
容
を
改
め
る
こ
と
と
し
た
。

二

こ
の
規
則
は
、
令
和
四
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
こ
と
と
し
た
。

三

一
に
つ
い
て
所
要
の
経
過
措
置
を
講
ず
る
こ
と
と
し
た
。

●

徳
島
県
沿
岸
漁
業
改
善
資
金
貸
付
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則
（
規
則
第
二
十
六
号
）

一

沿
岸
漁
業
改
善
資
金
に
係
る
貸
付
資
格
の
認
定
の
申
請
に
つ
い
て
定
め
る
こ
と
と
し
た
。

二

東
日
本
大
震
災
に
よ
り
著
し
い
被
害
を
受
け
た
者
に
対
す
る
資
金
の
貸
付
け
の
特
例
の
適
用
期
間

を
令
和
五
年
三
月
三
十
一
日
ま
で
延
長
す
る
こ
と
と
し
た
。

三

そ
の
他
所
要
の
整
理
を
行
う
こ
と
と
し
た
。

四

こ
の
規
則
は
、
令
和
四
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
こ
と
と
し
た
。
た
だ
し
、
二
及
び
三
に
つ
い

て
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
こ
と
と
し
た
。

●

徳
島
県
林
業
改
善
資
金
貸
付
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則
（
規
則
第
二
十
七
号
）

一

認
定
特
定
植
栽
事
業
者
が
認
定
特
定
植
栽
事
業
計
画
に
従
っ
て
特
定
植
栽
事
業
を
実
施
す
る
の
に

必
要
な
貸
付
金
の
償
還
期
間
及
び
据
置
期
間
を
定
め
る
こ
と
と
し
た
。

二

東
日
本
大
震
災
に
よ
り
著
し
い
被
害
を
受
け
た
者
に
対
す
る
資
金
の
貸
付
け
の
特
例
の
適
用
期
間

を
令
和
五
年
三
月
三
十
一
日
ま
で
延
長
す
る
こ
と
と
し
た
。

三

そ
の
他
所
要
の
整
理
を
行
う
こ
と
と
し
た
。

四

こ
の
規
則
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
こ
と
と
し
た
。

●

畜
舎
等
の
建
築
等
及
び
利
用
の
特
例
に
関
す
る
法
律
施
行
細
則
（
規
則
第
二
十
八
号
）

一

畜
舎
建
築
利
用
計
画
の
認
定
申
請
書
等
に
添
付
す
る
図
書
を
定
め
る
こ
と
と
し
た
。

二

敷
地
と
道
路
と
の
関
係
の
特
例
の
認
定
に
係
る
申
請
書
等
の
様
式
を
定
め
る
こ
と
と
し
た
。

三

そ
の
他
所
要
の
規
定
を
設
け
る
こ
と
と
し
た
。

四

こ
の
規
則
は
、
令
和
四
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
こ
と
と
し
た
。

●

徳
島
県
立
農
林
水
産
総
合
技
術
支
援
セ
ン
タ
ー
管
理
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則
（
規
則
第
二
十

九
号
）

一

誓
約
書
等
の
様
式
に
つ
い
て
所
要
の
改
正
を
行
う
こ
と
と
し
た
。

二

こ
の
規
則
は
、
令
和
四
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
こ
と
と
し
た
。



徳
島
県
規
則
第
二
十
五
号

徳
島
県
立
総
合
看
護
学
校
管
理
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則
を
次
の
よ
う
に
定
め
る
。

令
和
四
年
三
月
三
十
一
日

徳
島
県
知
事

飯

泉

嘉

門

徳
島
県
立
総
合
看
護
学
校
管
理
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則

徳
島
県
立
総
合
看
護
学
校
管
理
規
則
（
平
成
二
十
二
年
徳
島
県
規
則
第
三
十
四
号
）
の
一
部
を
次
の
よ

う
に
改
正
す
る
。

別
表
そ
の
一
の
表
の
部
分
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

教

育

内

容

単

位

数

基
礎
分
野

科
学
的
思
考
の
基
盤

一
四

人
間
と
生
活
・
社
会
の
理
解

専
門
基
礎
分
野

人
体
の
構
造
と
機
能

一
六

疾
病
の
成
り
立
ち
と
回
復
の
促
進

健
康
支
援
と
社
会
保
障
制
度

六

専
門
分
野

基
礎
看
護
学

一
一

地
域
・
在
宅
看
護
論

六

成
人
看
護
学

六

老
年
看
護
学

四

小
児
看
護
学

四

母
性
看
護
学

四

精
神
看
護
学

四

看
護
の
統
合
と
実
践

四

臨
地
実
習

二
三

基
礎
看
護
学

三

地
域
・
在
宅
看
護
論

二

成
人
看
護
学

十

老
年
看
護
学

小
児
看
護
学

二

母
性
看
護
学

二

精
神
看
護
学

二

看
護
の
統
合
と
実
践

二

合

計

一
〇
二

別
表
そ
の
三
の
表
の
部
分
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。



教

育

内

容

時

間

数

基
礎
分
野

論
理
的
思
考
の
基
盤

三
五

人
間
と
生
活
・
社
会

三
五

専
門
基
礎
分
野

人
体
の
仕
組
み
と
働
き

一
〇
五

栄
養

三
五

薬
理

七
〇

疾
病
の
成
り
立
ち

一
〇
五

保
健
医
療
福
祉
の
仕
組
み

三
五

看
護
と
法
律

専
門
分
野

基
礎
看
護

三
八
五

看
護
概
論

七
〇

基
礎
看
護
技
術

二
四
五

臨
床
看
護
概
論

七
〇

成
人
看
護

二
一
〇

老
年
看
護

母
子
看
護

七
〇

精
神
看
護

七
〇

臨
地
実
習

七
三
五

基
礎
看
護

二
一
〇

成
人
看
護

三
八
五

老
年
看
護

母
子
看
護

七
〇

精
神
看
護

七
〇

合

計

一
、
八
九
〇

附

則

１

こ
の
規
則
は
、
令
和
四
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

２

改
正
後
の
別
表
そ
の
一
及
び
そ
の
三
の
規
定
は
、
令
和
四
年
度
以
後
に
第
一
看
護
学
科
又
は
准
看
護

学
科
に
入
学
す
る
者
及
び
令
和
三
年
度
以
前
に
第
一
看
護
学
科
又
は
准
看
護
学
科
に
入
学
し
た
者
で
令

和
四
年
度
以
後
に
第
一
看
護
学
科
又
は
准
看
護
学
科
に
入
学
す
る
者
の
最
短
修
業
年
限
に
お
け
る
相
当

学
年
に
在
学
す
る
こ
と
と
な
る
も
の
に
係
る
教
育
の
内
容
に
つ
い
て
適
用
す
る
。



徳
島
県
規
則
第
二
十
六
号

徳
島
県
沿
岸
漁
業
改
善
資
金
貸
付
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則
を
次
の
よ
う
に
定
め
る
。

令
和
四
年
三
月
三
十
一
日

徳
島
県
知
事

飯

泉

嘉

門

徳
島
県
沿
岸
漁
業
改
善
資
金
貸
付
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則

徳
島
県
沿
岸
漁
業
改
善
資
金
貸
付
規
則
（
昭
和
五
十
四
年
徳
島
県
規
則
第
八
十
四
号
）
の
一
部
を
次
の

よ
う
に
改
正
す
る
。

第
六
条
の
見
出
し
を
「
（
貸
付
資
格
の
認
定
の
申
請
）
」
に
改
め
、
同
条
第
一
項
中
「
貸
付
申
請
書
」

を
「
貸
付
資
格
認
定
申
請
書
」
に
改
め
、
「
）
に
」
の
下
に
「
貸
付
申
請
書
（
様
式
第
一
号
の
二
）
、
」

を
、
「
別
に
定
め
る
書
類
」
の
下
に
「
（
以
下
「
認
定
申
請
書
等
」
と
い
う
。
）
」
を
加
え
、
同
条
第
二

項
中
「
貸
付
申
請
書
」
を
「
認
定
申
請
書
等
」
に
改
め
る
。

第
七
条
の
見
出
し
を
「
（
貸
付
資
格
の
認
定
）
」
に
改
め
、
同
条
第
一
項
中
「
貸
付
申
請
書
」
を
「
貸

付
資
格
認
定
申
請
書
」
に
、
「
貸
付
け
を
」
を
「
認
定
を
」
に
、
「
貸
付
け
の
決
定
」
を
「
貸
付
資
格
の

認
定
」
に
改
め
、
同
条
第
二
項
中
「
貸
付
け
の
決
定
」
を
「
貸
付
資
格
の
認
定
」
に
、
「
貸
付
け
を
し
な

い
旨
の
決
定
を
行
つ
た
」
を
「
貸
付
資
格
の
認
定
を
行
わ
な
か
つ
た
」
に
、
「
貸
付
申
請
書
」
を
「
認
定

申
請
書
等
」
に
改
め
る
。

第
八
条
中
「
に
よ
る
」
の
下
に
「
貸
付
資
格
の
認
定
の
」
を
加
え
、
「
貸
付
申
請
書
」
を
「
認
定
申
請

書
等
」
に
改
め
る
。

第
九
条
の
見
出
し
及
び
同
条
第
一
項
各
号
列
記
以
外
の
部
分
中
「
貸
付
け
の
決
定
」
を
「
貸
付
資
格
の

認
定
」
に
改
め
、
同
項
第
二
号
中
「
貸
付
金
の
貸
付
け
の
決
定
」
を
「
貸
付
資
格
の
認
定
」
に
改
め
、
同

項
第
四
号
及
び
第
五
号
中
「
貸
付
金
の
貸
付
け
」
を
「
貸
付
資
格
の
認
定
」
に
改
め
、
同
項
第
六
号
中
「

貸
付
金
の
貸
付
け
の
決
定
」
を
「
貸
付
資
格
の
認
定
」
に
改
め
、
同
条
第
二
項
中
「
貸
付
け
の
決
定
」
を

「
貸
付
資
格
の
認
定
」
に
改
め
る
。

第
十
一
条
中
「
貸
付
申
請
書
」
を
「
認
定
申
請
書
等
」
に
改
め
る
。

附
則
第
二
項
中
「
令
和
四
年
三
月
三
十
一
日
」
を
「
令
和
五
年
三
月
三
十
一
日
」
に
改
め
る
。

様
式
第
一
号
を
様
式
第
一
号
の
二
と
し
、
同
様
式
の
前
に
次
の
一
様
式
を
加
え
る
。



様式第１号（第６条関係）

沿岸漁業改善資金貸付資格認定申請書

年 月 日

徳島県知事 殿

郵便番号

住 所

電話番号 ( )

フリガナ

氏 名

会社その他の団体にあつては，主たる事務

所の所在地及び名称並びに代表者の氏名

沿岸漁業改善資金助成法第７条第１項に規定する（経営等改善措置・生活改善措置・

青年漁業者等養成確保措置）に関する計画を作成したので，沿岸漁業改善資金の貸付け

を受けることが適当である旨の認定を申請します。



様
式
第
四
号
そ
の
１
中
「貸

付
け

」
を
「貸

付
資
格
の
認
定

」
に
、
「第

６
条
ノ
４
第
１
項

」
を
「第

６
条
ノ
５
第
１
項

」
に
改
め
る
。

附

則

１

こ
の
規
則
は
、
令
和
四
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。
た
だ
し
、
附
則
第
二
項
及
び
様
式
第
四
号
そ

の
１
の
改
正
規
定
（
「貸

付
け

」
を
「貸

付
資
格
の
認
定

」
に
改
め
る
部
分
を
除
く
。
）
は
、
公
布
の

日
か
ら
施
行
す
る
。

２

こ
の
規
則
の
施
行
前
に
改
正
前
の
徳
島
県
沿
岸
漁
業
改
善
資
金
貸
付
規
則
の
規
定
に
よ
り
貸
し
付
け

ら
れ
た
沿
岸
漁
業
改
善
資
金
に
つ
い
て
は
、
な
お
従
前
の
例
に
よ
る
。



徳
島
県
規
則
第
二
十
七
号

徳
島
県
林
業
改
善
資
金
貸
付
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則
を
次
の
よ
う
に
定
め
る
。

令
和
四
年
三
月
三
十
一
日

徳
島
県
知
事

飯

泉

嘉

門

徳
島
県
林
業
改
善
資
金
貸
付
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則

徳
島
県
林
業
改
善
資
金
貸
付
規
則
（
平
成
十
五
年
徳
島
県
規
則
第
六
十
七
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に

改
正
す
る
。

第
五
条
第
五
号
中
「
公
共
建
築
物
等
に
お
け
る
木
材
の
利
用
の
促
進
に
関
す
る
法
律
」
を
「
脱
炭
素
社

会
の
実
現
に
資
す
る
等
の
た
め
の
建
築
物
等
に
お
け
る
木
材
の
利
用
の
促
進
に
関
す
る
法
律
」
に
、
「
第

十
一
条
第
一
項
」
を
「
第
十
八
条
第
一
項
」
に
、
「
第
二
条
第
三
項
」
を
「
第
二
条
第
五
項
」
に
改
め
、

同
条
に
次
の
一
号
を
加
え
る
。

十

森
林
の
間
伐
等
の
実
施
の
促
進
に
関
す
る
特
別
措
置
法
第
十
五
条
第
一
項
の
認
定
特
定
植
栽
事
業

者
が
認
定
特
定
植
栽
事
業
計
画
（
同
条
第
二
項
に
規
定
す
る
認
定
特
定
植
栽
事
業
計
画
を
い
う
。
）

に
従
っ
て
同
法
第
二
条
第
四
項
に
規
定
す
る
特
定
植
栽
事
業
を
実
施
す
る
の
に
必
要
な
資
金

十
二

年
以
内
（
三
年
以
内
の
据
置
期
間
を
含
む
。
）

附
則
第
三
項
中
「
令
和
四
年
三
月
三
十
一
日
」
を
「
令
和
五
年
三
月
三
十
一
日
」
に
改
め
、
「
同
条
第

九
号
」
の
下
に
「
及
び
第
十
号
」
を
加
え
る
。

附

則

こ
の
規
則
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
。



徳
島
県
規
則
第
二
十
八
号

畜
舎
等
の
建
築
等
及
び
利
用
の
特
例
に
関
す
る
法
律
施
行
細
則
を
次
の
よ
う
に
定
め
る
。

令
和
四
年
三
月
三
十
一
日

徳
島
県
知
事

飯

泉

嘉

門

畜
舎
等
の
建
築
等
及
び
利
用
の
特
例
に
関
す
る
法
律
施
行
細
則

（
趣
旨
）

第
一
条

畜
舎
等
の
建
築
等
及
び
利
用
の
特
例
に
関
す
る
法
律
（
令
和
三
年
法
律
第
三
十
四
号
。
以
下
「

法
」
と
い
う
。
）
の
施
行
に
つ
い
て
は
、
畜
舎
等
の
建
築
等
及
び
利
用
の
特
例
に
関
す
る
法
律
施
行
規

則
（
令
和
三
年
農
林
水
産
省
令
第
六
号
。
以
下
「
省
令
」
と
い
う
。
）
、
農
林
水
産
省
関
係
畜
舎
等
の

国
土
交
通
省

建
築
等
及
び
利
用
の
特
例
に
関
す
る
法
律
施
行
規
則
（
令
和
三
年
農
林
水
産
省
令
第
六
十
九
号
）
及
び

畜
舎
等
の
建
築
等
及
び
利
用
の
特
例
に
関
す
る
法
律
施
行
条
例
（
令
和
四
年
徳
島
県
条
例
第
十
五
号
。

以
下
「
条
例
」
と
い
う
。
）
に
定
め
る
も
の
の
ほ
か
、
こ
の
規
則
の
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
る
。

（
認
定
申
請
書
に
添
付
す
る
図
書
）

第
二
条

法
第
三
条
第
一
項
の
認
定
の
申
請
書
に
は
、
次
に
掲
げ
る
図
書
を
添
え
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

一

畜
舎
等
の
敷
地
と
隣
地
又
は
前
面
道
路
と
に
高
低
差
が
あ
る
場
合
に
あ
っ
て
は
、
そ
れ
ら
の
関
係

を
明
示
し
た
図
書

二

条
例
第
二
条
第
一
項
本
文
に
規
定
す
る
場
合
に
あ
っ
て
は
、
崖
の
形
状
、
土
質
等
を
明
示
し
た
図

書
（
敷
地
と
道
路
と
の
関
係
の
特
例
）

第
三
条

省
令
第
四
十
八
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
る
認
定
を
受
け
よ
う
と
す
る
者
は
、
認
定
申
請
書
（
様

)

式
第
一
号
）
の
正
本
及
び
副
本
に
、
省
令
別
表
第
三
の
十
五

の
項
に
掲
げ
る
付
近
見
取
図
、
配
置
図
及
び

(

適
合
性
審
査
に
必
要
な
畜
舎
等
の
敷
地
、
構
造
又
は
建
築
設
備
に
関
す
る
図
書
並
び
に
建
築
基
準
法
（

昭
和
二
十
五
年
法
律
第
二
百
一
号
）
第
四
十
三
条
第
二
項
第
二
号
の
規
定
に
よ
る
許
可
を
受
け
て
い
る

こ
と
を
証
す
る
書
類
（
当
該
許
可
を
受
け
て
い
る
場
合
に
限
る
。
）
そ
の
他
知
事
が
必
要
と
認
め
て
別

に
指
示
す
る
図
書
を
添
え
て
、
知
事
に
提
出
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

（
知
事
が
必
要
と
認
め
る
図
書
）

第
四
条

省
令
第
六
十
四
条
第
一
項
の
知
事
が
必
要
と
認
め
る
図
書
は
、
特
例
畜
舎
等
以
外
の
畜
舎
等
に

係
る
畜
舎
建
築
利
用
計
画
が
法
第
三
条
第
三
項
第
四
号
に
適
合
す
る
も
の
で
あ
る
こ
と
に
つ
い
て
、
指

定
確
認
検
査
機
関
（
建
築
基
準
法
第
七
十
七
条
の
二
十
一
第
一
項
に
規
定
す
る
指
定
確
認
検
査
機
関
を

い
う
。
次
項
に
お
い
て
同
じ
。
）
の
審
査
を
受
け
、
適
合
す
る
こ
と
を
証
す
る
書
類
の
交
付
を
受
け
た

と
き
は
、
当
該
書
類
及
び
省
令
別
表
第
一
に
掲
げ
る
図
書
と
す
る
。

２

省
令
第
七
十
六
条
第
一
項
の
知
事
が
必
要
と
認
め
る
図
書
は
、
特
例
畜
舎
等
以
外
の
認
定
畜
舎
等
が

法
第
六
条
第
二
項
た
だ
し
書
の
規
定
に
適
合
す
る
も
の
で
あ
る
こ
と
に
つ
い
て
、
指
定
確
認
検
査
機
関

の
審
査
を
受
け
、
適
合
す
る
こ
と
を
証
す
る
書
類
の
交
付
を
受
け
た
と
き
は
、
当
該
書
類
並
び
に
縮
尺

、
方
位
、
工
作
物
の
位
置
及
び
申
請
に
係
る
仮
使
用
の
部
分
が
明
示
さ
れ
た
配
置
図
と
す
る
。

（
知
事
が
不
要
と
認
め
る
図
書
）

第
五
条

省
令
第
六
十
四
条
第
二
項
に
規
定
す
る
知
事
が
不
要
と
認
め
る
図
書
は
、
前
条
第
一
項
に
規
定

す
る
図
書
を
添
付
す
る
場
合
に
あ
っ
て
は
、
省
令
別
表
第
二
か
ら
別
表
第
八
ま
で
の
各
項
に
掲
げ
る
図

書
（
消
防
法
（
昭
和
二
十
三
年
法
律
第
百
八
十
六
号
）
第
七
条
第
一
項
に
規
定
す
る
消
防
長
又
は
消
防



署
長
の
同
意
を
得
る
た
め
に
必
要
な
図
書
及
び
省
令
第
四
十
八
条
第
二
項
の
規
定
が
適
用
さ
れ
る
畜
舎

等
に
あ
っ
て
は
、
同
項
の
規
定
に
適
合
す
る
こ
と
の
確
認
に
必
要
な
図
書
を
除
く
。
）
と
す
る
。

（
敷
地
と
道
路
と
の
関
係
に
関
す
る
制
限
の
付
加
の
特
例
）

第
六
条

条
例
第
三
条
た
だ
し
書
の
規
定
に
よ
る
認
定
を
受
け
よ
う
と
す
る
者
は
、
認
定
申
請
書
の
正
本

及
び
副
本
に
、
省
令
別
表
第
一
及
び
別
表
第
二
に
掲
げ
る
付
近
見
取
図
、
配
置
図
、
平
面
図
及
び
二
面

以
上
の
立
面
図
そ
の
他
知
事
が
必
要
と
認
め
て
別
に
指
示
す
る
図
書
を
添
え
て
、
知
事
に
提
出
し
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
。

（
建
築
等
又
は
利
用
の
取
り
や
め
の
届
出
）

第
七
条

認
定
計
画
実
施
者
は
、
認
定
畜
舎
建
築
利
用
計
画
に
基
づ
く
畜
舎
等
の
建
築
等
又
は
利
用
を
取

り
や
め
た
と
き
は
、
遅
滞
な
く
、
取
り
や
め
届
出
書
（
様
式
第
二
号
）
を
提
出
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

。（
身
分
を
示
す
証
明
書
）

第
八
条

法
第
十
四
条
第
四
項
に
規
定
す
る
身
分
を
示
す
証
明
書
は
、
様
式
第
三
号
に
よ
る
も
の
と
す
る

。（
雑
則
）

第
九
条

こ
の
規
則
に
定
め
る
も
の
の
ほ
か
、
法
の
施
行
に
関
し
必
要
な
事
項
は
、
知
事
が
別
に
定
め
る

。

附

則

こ
の
規
則
は
、
令
和
四
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。



様式第１号（第３条，第６条関係）

認定申請書

年 月 日

徳島県知事 殿

申 請 者 の 住 所 又 は

主たる事務所の所在地

申請者の氏名又は名称

申 請 者 の 連 絡 先

代 表 者 の 氏 名

畜舎等の建築等及び利用の特例に関する法律施行規則第４８条第２項
の規定による認

畜舎等の建築等及び利用の特例に関する法律施行条例第３条ただし書

定を申請します。この申請書及び添付図書に記載の事項は，事実に相違ありません。

記

１．申請者の概要

（１）氏名又は名称及び法人にあっては，その代表者の氏名：

（２）住所又は主たる事務所の所在地：

（３）連絡先：

２．設計者の概要

（１）資格： （ ）建築士 （ ）登録第 号

（２）氏名：

（３）建築士事務所名：（ ）建築士事務所 （ ）知事登録第 号

（４）所在地：

（５）連絡先：

３．畜舎等及び畜舎等の敷地に関する事項

（１）工事施工地又は所在地

（２）区域，地域，地区又は街区：

（３）道路

①幅員：

②敷地と接している部分の長さ：

（４）敷地面積

①敷地面積：

②畜舎等の建築等及び利用の特例に関する法律施行規則第４５条に規定する畜舎等



の建蔽率：

③敷地に建築可能な建築面積を敷地面積で除した数値：

（５）畜舎等の種類

□飼養施設 □搾乳施設 □集乳施設 □堆肥舎

（６）工事種類

□新築 □増築 □改築 □柱を撤去する行為 □模様替

（７）建築面積

①建築面積：（申請部分 ㎡）（申請以外の部分 ㎡）（合計 ㎡）

②建蔽率：

（８）床面積：（申請部分 ㎡）（申請以外の部分 ㎡）（合計 ㎡）

（９）申請に係る畜舎等の数：

（10）工事着手予定年月日：

（11）工事完了予定年月日：

（12）備考

４．畜舎等別の構造及び設備の概要

（１）番号：

（２）工事種類

□新築 □増築 □改築 □柱を撤去する行為 □模様替

（３）構造： 造 一部 造

□Ａ構造畜舎等 □Ｂ構造畜舎等

（４）高さ： ｍ

（５）備考



様式第２号（第７条関係）

取りやめ届出書

年 月 日

徳島県知事 殿

届 出 者 の 住 所 又 は

主たる事務所の所在地

届出者の氏名又は名称

届 出 者 の 連 絡 先

代 表 者 の 氏 名

認定畜舎建築利用計画に基づく畜舎等の建築等（利用）を取りやめたので，届け出ま

す。

記

１．畜舎建築利用計画の認定番号及び認定年月日：

２．取りやめの年月日：

３．取りやめの理由：

４．備考：



様式第３号（第８条関係）

（第１面）

第 号

立入検査をする職員の携帯する身分を示す証明書

職 名 写

氏 名 真

生年月日 年 月 日生

年 月 日交付

年 月 日限り有効

徳島県知事 印

（第２面）

この証明書を携帯する者は，下表に掲げる法令の条項のうち，該当の有無の欄に

丸印のある法令の条項により立入検査をする職権を有するものです。

法 令 の 条 項 該当の有無

（備考）１ この証明書は，用紙１枚で作成することとする。

２ 法令の条項の欄に，この証明書を使用して行う立入検査等に係る法令

の条項を記載すること。

３ 該当の有無の欄に，立入検査をする職権を有する場合は「〇」を，有

しない場合は「―」を記載すること。

４ 記載する法令の条項の数に応じて，行を適宜追加すること。第２面に

ついては，その全部又は一部を裏面に記載することができる。

５ 裏面には，参照条文を記載することができる。

６ 第１面の押印は，第２面の法令の条項の欄に記載する各法令の条項に

関し，当該法令の条項に基づく立入検査の際に職員が携帯するその身分

を示す証明書の様式を定める他の法令において当該証明書に押印が求め

られていない場合には，これを省略することができる。



徳
島
県
規
則
第
二
十
九
号

徳
島
県
立
農
林
水
産
総
合
技
術
支
援
セ
ン
タ
ー
管
理
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則
を
次
の
よ
う
に
定

め
る
。令

和
四
年
三
月
三
十
一
日

徳
島
県
知
事

飯

泉

嘉

門

徳
島
県
立
農
林
水
産
総
合
技
術
支
援
セ
ン
タ
ー
管
理
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則

徳
島
県
立
農
林
水
産
総
合
技
術
支
援
セ
ン
タ
ー
管
理
規
則
（
平
成
十
七
年
徳
島
県
規
則
第
四
十
号
）
の

一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
二
十
条
第
一
項
及
び
第
二
項
中
「
身
元
保
証
人
」
を
「
保
証
人
」
に
改
め
、
同
条
第
三
項
中
「
身
元

保
証
人
が
」
を
「
保
証
人
が
」
に
、
「
身
元
保
証
人
住
所
等
変
更
届
」
を
「
保
証
人
住
所
等
変
更
届
」
に

改
め
、
同
条
第
四
項
中
「
身
元
保
証
人
を
変
更
し
よ
う
と
す
る
」
を
「
保
証
人
を
変
更
し
た
」
に
、
「
新

た
に
身
元
保
証
人
と
な
ろ
う
と
す
る
者
と
連
署
し
て
、
身
元
保
証
人
変
更
承
認
申
請
書
」
を
「
当
該
変
更

に
係
る
保
証
人
と
連
署
し
た
保
証
人
変
更
届
」
に
改
め
る
。

様
式
第
四
号
中
「引

き
受
け
る
こ
と
を
誓
い
ま
す

」
を
「引

き
受
け
る
と
と
も
に
授
業
料
そ
の
他
在

，

学
中
に
生
じ
る
一
切
の
債
務

（極
度
額

円
）に

つ
い
て
本
人
と
連
帯
し
て
責
任
を
負
い

，

ま
す

」
に
、
「身

元
保
証
人

」
を
「保

証
人

」
に
改
め
る
。

様
式
第
五
号
中
「身

元
保
証
人
住
所
等
変
更
届

」
を
「保

証
人
住
所
等
変
更
届

」
に
、
「身
元
保
証
人

の

」
を
「保

証
人
の

」
に
改
め
る
。

様
式
第
六
号
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。



様式第６号（第２０条関係）

保 証 人 変 更 届

年 月 日

学 生 氏 名

旧保証人 氏 名

年 月 日から次のとおり保証人を変更したので，届け出ます。

現 住 所

新 保 証 人

氏 名

現 住 所

旧 保 証 人

氏 名

上記の学生について，関係諸規則を守らせ，在学中，本人の身上に関する一切のこと

は，保証人において引き受けるとともに，授業料その他在学中に生じる一切の債務（極

度額 円）について，本人と連帯して責任を負います。

新保証人 現住所

学生との続柄

氏 名

徳島県知事 殿



附

則

１

こ
の
規
則
は
、
令
和
四
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

２

改
正
後
の
第
二
十
条
、
様
式
第
四
号
、
様
式
第
五
号
及
び
様
式
第
六
号
の
規
定
は
、
令
和
五
年
度
以

降
の
農
業
大
学
校
へ
の
入
学
の
許
可
を
受
け
た
者
に
つ
い
て
適
用
す
る
。
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